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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社において、元役員による処方データビジネス事業における売上の過大計上等の不正行為及び不適切

な会計処理が行われたことが判明いたしました。

　当該内容について外部専門家（弁護士・公認会計士）主導の調査委員会による厳正な調査に基づき、売上

高の修正等必要と認められる訂正を行うため、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、平成

21年４月14日に提出した第23期第３四半期（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）の四半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につい

てはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む） を

提出いたします。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表につきましては、優成監査法人より四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を付しております。

 

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　　１　主要な経営指標等の推移

　第２　事業の状況

　　３　財政状態及び経営成績の分析

　第５　経理の状況

　　１　四半期連結財務諸表

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次 　

第23期

第３四半期
連結累計期間

　

第23期

第３四半期
連結会計期間

第22期

会計期間 　

自　平成20年
 　 ６月１日

至　平成21年
　  ２月28日

　

自　平成20年
    12月１日

至　平成21年
    ２月28日

自　平成19年
    ６月１日

至　平成20年
    ５月31日

売上高 （千円） 　 14,729,725　 5,059,18018,506,285

経常利益 （千円） 　 257,538　 170,931325,577

四半期（当期）純利益 （千円） 　 121,946　 81,841 78,927

純資産額 （千円） 　 － 　 1,563,7411,493,246

総資産額 （千円） 　 － 　 10,295,8359,269,375

１株当たり純資産額 （円） 　 － 　 216,201.16205,887.01

１株当たり四半期（当
期）純利益

（円） 　 17,060.18　 11,472.0611,031.13

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） 　 － 　 － －

自己資本比率 （％） 　 － 　 15.0 15.9

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 961,652　 － 1,455,286

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △587,080　 － △1,546,289

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △14,800　 － △161,072

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） 　 － 　 1,802,8341,443,062

従業員数 （名） 　 － 　 528 534
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第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもの

であります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成20年12月１日～平成21年２月28日）におきましては、世界的な金融危機が深刻化

し、これまで旺盛であった欧米や中東・新興国の需要が大きく低迷し、未曾有の世界同時不況の構図が明白化してまい

りました。そのような中、わが国の経済は円高や海外需要の減退により輸出・生産部門の業績が急速に悪化し、株価や

雇用情勢・消費動向を示す指標はこれまでになく低い水準で推移しております。

このような経済情勢のもとでも、当社グループの業績は比較的堅調に推移しております。また、当社グループは世界

で最も早い進行が予想されるわが国の少子高齢化の流れを鑑み、地域医療に積極参加のうえ高水準の調剤サービスを

提供するとともに、地域医療を重視する理念を共有できる他社とのネットワーク構築を積極的に進めたいと考えてお

ります。そのために、当社は平成21年６月１日を効力発生日とする新設型会社分割を実施し、持株会社体制へ移行を表

明いたしました。当社グループは、持株会社体制に移行することにより具体的に次のような効果が期待できるものと考

えております。

①事業提携やＭ＆Ａ等において戦略的かつ専門的な検討

②グループ戦略による経営資源の効率的な活用とノウハウ蓄積

③市場変化に対応した経営意思決定の迅速化

④コーポレート・ガバナンスの強化

当社グループの当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高5,059百万円、経常利益170百万円、四半期純利益

81百万円となり、当第３四半期連結累計期間では、売上高14,729百万円、経常利益は257百万円、四半期純利益121百万円

となりました。薬価改定の実施年において価格改定前後の医薬品在庫が循環する際に、一過的に発生する定例的な現象

の影響をようやく吸収し、これまで概ね当初の計画通りに進捗しております。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（調剤薬局事業)

当第３四半期連結会計期間におきましては新規店舗開局の実績はありませんでしたが、当第３四半期連結累計期間

では計５店舗の新規開局を行いました。一方で店舗運営の効率化の観点から医療機関の縮小や分業計画に遅れのある

４店舗を閉鎖休局したため、当社グループが運営する調剤薬局店舗数は合計122店舗となっております。

また、平成20年４月に実施された薬事法改定により調剤サービスの高度化と競争の激化が進行しておりますが、当社

グループは重点施策項目として在宅・施設調剤の強化と後発医薬品の取り扱い拡充等に取り組んでおります。さらに、

平成22年３月と平成23年３月は新卒薬剤師の採用が困難になることを見越して新卒薬剤師の積極的な採用活動と、薬

剤師のレベルアップを促す教育研修を余念なく実施し、将来の礎を築くことにも注力してまいりました。これらの結

果、当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高は4,999百万円、営業利益は231百万円となり、当第３四半期連結

累計期間では、売上高14,530百万円、営業利益406百万円となりました。

(その他事業)

その他事業の内容は、当社が運営する処方データビジネス事業と完全子会社である株式会社ふじい薬局が運営する

調剤薬局以外の店舗における化粧品等の小売販売及び衛生材料等の卸販売であります。

その他事業における当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は59百万円、営業損失は24百万円となり、当第３四

半期連結累計期間では、売上高は198百万円、営業損失は52百万円となりました。なお、前連結会計年度までセグメント

区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性基準から判断して「その他事業」に含めることとし

ております。
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(2)　財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は10,295百万円となり前連結会計年度末残高9,269百万円に対し、

1,026百万円増加しました。この主な要因は、第２四半期連結会計期間までの新規店舗の開局、営業譲受による店舗の増

加に伴い、売掛金の残高が1,148百万円となり前連結会計年度末残高1,010百万円に対し137百万円増加し、たな卸資産

の残高が1,112百万円となり前連結会計年度末残高929百万円に対し183百万円増加し、有形固定資産の残高が3,103百

万円となり、前連結会計年度末残高2,605万円に対し497百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は8,732百万円となり、前連結会計年度末残高7,776百万円に対し

955百万円増加しました。この主な要因は、買掛金の残高が3,843百万円となり、前連結会計年度末残高2,888百万円に対

し954百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は1,563百万円となり、前連結会計年度末残高1,493百万円に対し70百

万円増加しました。この主な要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が79百万円増加したことによるものであり

ます。

　
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,802百万円となり第２四半期

連結会計期間末の資金1,696百万円に対し105百万円増加しました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ

・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、182百万円となりました。この主な要因は、第２四半期連結会計期間までの店舗の増

加によりたな卸資産が375百万円増加し、買掛金が490百万円増加したこと、また、税金等調整前四半期純利益を188百万

円計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、202百万円となりました。この主な要因は、新規開局予定店舗等の有形固定資産の取

得による支出が191百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は、126百万円となりました。この主な要因は、長期借入金が131百万円増加したことに

よるものであります。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年12月

１日から平成21年２月28日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成21年２月28

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しており

ますが、訂正後の四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受け、改めて四半期

レビュー報告書を受領しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 
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　 (単位：千円)

　 　 　 　

当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 2,033,616 1,673,807
　 　 売掛金 1,148,040 1,010,057
　 　 商品 1,077,067 892,566
　 　 未収入金 844,866 877,509
　 　 その他 192,847 194,911
　 　 貸倒引当金 △6,603 △7,097

　 　 流動資産合計 5,289,834 4,641,755

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） ※１ 1,576,827 ※１ 1,361,558
　 　 　 土地 1,370,714 1,130,372
　 　 　 その他（純額） ※１ 155,483 ※１ 114,034

　 　 　 有形固定資産合計 3,103,025 2,605,966

　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 533,259 518,974
　 　 　 ソフトウエア 362,078 417,368
　 　 　 その他 25,047 25,271

　 　 　 無形固定資産合計 920,385 961,614

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 差入保証金 588,873 645,843
　 　 　 その他 403,551 437,933
　 　 　 貸倒引当金 △11,883 △27,454

　 　 　 投資その他の資産合計 980,542 1,056,322

　 　 固定資産合計 5,003,953 4,623,902

　 繰延資産 　 　
　 　 株式交付費 2,047 3,717

　 　 繰延資産合計 2,047 3,717

　 資産合計 10,295,835 9,269,375
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(単位：千円)

　 　 　

当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 買掛金 3,843,434 2,888,586
　 　 短期借入金 － 700,000
　 　 1年内償還予定の社債 10,000 70,000
　 　 1年内返済予定の長期借入金 1,687,907 1,321,160
　 　 未払法人税等 74,348 79,839
　 　 賞与引当金 89,097 －
　 　 その他 264,437 412,477

　 　 流動負債合計 5,969,224 5,472,064

　 固定負債 　 　
　 　 長期借入金 2,610,757 2,175,052
　 　 退職給付引当金 120,994 126,311
　 　 その他 31,118 2,701

　 　 固定負債合計 2,762,869 2,304,064

　 負債合計 8,732,094 7,776,128

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 580,075 580,075
　 　 資本剰余金 527,376 527,376
　 　 利益剰余金 430,636 351,620
　 　 自己株式 △2,430 －

　 　 株主資本合計 1,535,657 1,459,071

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 6,721 14,049

　 　 評価・換算差額等合計 6,721 14,049

　 少数株主持分 21,362 20,124

　 純資産合計 1,563,741 1,493,246

負債純資産合計 10,295,835 9,269,375
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

　 　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 14,729,725

売上原価 12,940,751

売上総利益 1,788,973

販売費及び一般管理費 ※１ 1,434,787

営業利益 354,185

営業外収益 　
　 受取利息 5,989
　 受取配当金 547
　 受取賃貸料 5,083
　 その他 3,439

　 営業外収益合計 15,059

営業外費用 　
　 支払利息 63,724
　 休止固定資産費用 25,537
　 その他 22,445

　 営業外費用合計 111,707

経常利益 257,538

特別利益 　
　 固定資産売却益 3,378
　 貸倒引当金戻入額 20,587
　 退職給付制度改定益 15,938

　 特別利益合計 39,904

特別損失 　
　 固定資産除却損 113
　 賃貸借契約解約損 4,617

　 特別損失合計 4,730

税金等調整前四半期純利益 292,712

法人税等 169,179

少数株主利益 1,587

四半期純利益 121,946
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

　 　

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 5,059,180

売上原価 4,357,202

売上総利益 701,977

販売費及び一般管理費 ※１ 494,907

営業利益 207,070

営業外収益 　
　 受取利息 2,076
　 受取配当金 192
　 受取賃貸料 1,971
　 その他 952

　 営業外収益合計 5,193

営業外費用 　
　 支払利息 20,773
　 休止固定資産費用 12,673
　 その他 7,884

　 営業外費用合計 41,331

経常利益 170,931

特別利益 　
　 固定資産売却益 3,378
　 貸倒引当金戻入額 △304
　 退職給付制度改定益 15,938

　 特別利益合計 19,012

特別損失 　
　 固定資産除却損 113
　 賃貸借契約解約損 1,760

　 特別損失合計 1,873

税金等調整前四半期純利益 188,070

法人税等 105,432

少数株主利益 796

四半期純利益 81,841
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

　 　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　
　 税金等調整前四半期純利益 292,712
　 減価償却費 196,174
　 のれん償却額 88,780
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,065
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 89,097
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,317
　 受取利息及び受取配当金 △6,536
　 支払利息 63,724
　 固定資産除却損 113
　 固定資産売却損益（△は益） △3,378
　 売上債権の増減額（△は増加） △107,004
　 たな卸資産の増減額（△は増加） △183,389
　 仕入債務の増減額（△は減少） 954,847
　 その他 △172,624

　 小計 1,191,133

　 利息及び配当金の受取額 4,014
　 利息の支払額 △61,386
　 法人税等の支払額 △172,108

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 961,652

投資活動によるキャッシュ・フロー 　
　 定期預金の預入による支出 △4,250
　 定期預金の払戻による収入 15,300
　 有形固定資産の取得による支出 △549,453
　 有形固定資産の売却による収入 11,378
　 無形固定資産の取得による支出 △27,212
　 投資有価証券の取得による支出 △8,000
　 差入保証金の差入による支出 △10,428
　 差入保証金の回収による収入 71,426
　 貸付けによる支出 △10,658
　 貸付金の回収による収入 13,900
　 営業譲受による支出 ※２ △86,837
　 その他 △2,245

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △587,080
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(単位：千円)

　 　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） △700,000
　 長期借入れによる収入 1,900,000
　 長期借入金の返済による支出 △1,097,548
　 リース債務の返済による支出 △11,541
　 社債の償還による支出 △60,000
　 自己株式の取得による支出 △2,430
　 配当金の支払額 △42,930
　 少数株主への配当金の支払額 △350

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △14,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 359,772

現金及び現金同等物の期首残高 1,443,062

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,802,834
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末

(平成20年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,029,802千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 941,164千円

 

──────── ２　偶発債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に
対して、次のとおり債務保証を行っております。

　 ㈱風都市 176,033千円

計 176,033千円

　
　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

役員報酬 110,435千円

給料手当 212,441　

退職給付引当金繰入額 3,758　

貸倒引当金繰入額 3,512　

賞与引当金繰入額 19,422　

租税公課 586,771　
 

　

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

役員報酬 38,635千円

給料手当 64,481　

退職給付引当金繰入額 984　

貸倒引当金繰入額 1,193　

賞与引当金繰入額 4,202　

租税公課 213,502　
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

　

　
調剤薬局事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)
消去又は
全社(千円)

連結

(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　

　売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 4,999,640 59,539 5,059,180 － 5,059,180

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 4,999,640 59,539 5,059,180 － 5,059,180

　営業利益
(又は営業損失（△））

231,831 △24,761 207,070 － 207,070

(注) １　事業の区分の方法

事業は市場の類似性に基づき区分しております。

２　調剤薬局事業・・・・調剤薬局の経営

その他事業・・・・・化粧品等の小売販売、衛生材料等の卸販売、処方データの販売及び分析レポート作成の

ためのコンサルティング

３　前連結会計年度まで区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性がなくなったため、第１

四半期連結会計期間より「その他事業」に含めることといたしました。

なお、当第３四半期連結会計期間における処方データビジネス事業の売上高は―千円、営業損失は10,745千円

であります。

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日）

　

　
調剤薬局事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)
消去又は
全社(千円)

連結

(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　

　売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 14,530,760198,96414,729,725 － 14,729,725

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 14,530,760198,96414,729,725 － 14,729,725

　営業利益
(又は営業損失（△）)

406,655 △52,469 354,185 － 354,185

(注) １　事業の区分の方法

事業は市場の類似性に基づき区分しております。

２　調剤薬局事業・・・・調剤薬局の経営

その他事業・・・・・化粧品等の小売販売、衛生材料等の卸販売、処方データの販売及び分析レポート作成の

ためのコンサルティング

３　前連結会計年度まで区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性がなくなったため、第１

四半期連結会計期間より「その他事業」に含めることといたしました。

なお、当第３四半期連結累計期間における処方データビジネス事業の売上高は―千円、営業損失は32,115千円

であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末

(平成20年５月31日)

　

　 216,201.16円
　

　

　 205,887.01円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

　

１株当たり四半期純利益 17,060.18円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目 　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 　 121,946

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 　 121,946

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －

　普通株式の期中平均株式数（株） 　 7,148

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

　

１株当たり四半期純利益 11,472.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目 　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 　 81,841

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 　 81,841

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －

　普通株式の期中平均株式数（株） 　 7,134
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

３．分割当事会社の概要

（分割会社は平成20年５月31日現在、承継会社は平成21年６月１日予定）

(1)商号

ファーマライズ株式会社
（平成21年６月１日をもってファー
マライズホールディングス株式会社
に商号変更予定）

（分割会社）

 
ファーマライズ株式会社
 
 

（承継会社）
 

(2)事業内容
調剤薬局の運営及びその他付帯サービ
ス等

調剤薬局の運営及びその他付帯サービ
ス等

(3)設立年月日 昭和59年６月28日 平成21年６月１日（予定）

(4)本店所在地 東京都中野区中央1丁目1番1号 東京都中野区中央1丁目1番1号

(5)
代表者の

役職・氏名
代表取締役社長　大野　利美知 代表取締役社長　大野　利美知

(6)資本金 580,075,000円 10,000,000円（予定）

(7)発行済株式数 7,155株 200株

(8)純資産 1,342百万円（予定） 10百万円（予定）

(9)総資産 8,129百万円（予定） 7,083百万円（予定）

(10)決算期 ５月31日 ５月31日

(11)従業員数 402名 347名（予定）

(12)主要取引先
(株)スズケン
(株)クラヤ三星堂　その他

(株)スズケン
(株)クラヤ三星堂　その他

(13)
大株主及び

持株比率

大野　利美知 　　　49.１％
林　良行 　　 　　 ５.１％
ファーマライズ
従業員持ち株会 　　４.９％

ファーマライズ
ホールディングス㈱  　100.0％

　

(14)主要取引銀行
(株)三菱東京UFJ銀行
(株)みずほ銀行

(株)三菱東京UFJ銀行（予定）
(株)みずほ銀行（予定）

(15)
当事会社間の

関係等

資本関係
承継会社は分割会社の100％出資子会社
です。

人的関係
承継会社は分割会社より役員を受け入
れる予定です。

取引関係
承継会社は分割会社に対する配当、経営
指導料、業務委託料等の支払いが発生し
ます。

(16) 最近３年間の業績

　 ファーマライズ株式会社（分割会社）

決算期 平成18年５期 平成19年５期 平成20年５期

売上高 10,618百万円 11,315百万円 12,953百万円

営業利益 304百万円 328百万円 287百万円

経常利益 226百万円 270百万円 162百万円

当期純利益 46百万円 73百万円 0百万円

１株当たり当期純利益（円） 7,516.48円 11,396.86円 115.73円

１株当たり配当金（円） 4,500円 6,000円 6,000円

１株当たり純資産（円） 166,526.00円 184,875.40円 178,233.74円
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　 当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

４．分割する事業部門の概要

(1) 分割する部門の事業内容

分割会社の調剤薬局事業の全てを承継会社に移転いたします。

(2) 分割する部門の経営成績

　
調剤薬局事業(a)

平成20年５月期
実績(b)

比率(a／b)

売上高 12,953百万円 12,953百万円 100.0％

売上総利益 1,619百万円 1,586百万円 102.1％

営業利益 319百万円 287百万円 111.1％

(3) 分割する資産、負債の項目及び金額（平成21年２月28日現在）

資産 負債
項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 3,274百万円 流動負債 4,427百万円
固定資産 3,809百万円 固定負債 2,646百万円
合計 7,083百万円合計 7,073百万円

（注）分割事業部門の資産・負債の項目および金額は、平成21年２月28日現在の貸借対照表を基準に算出して

いるため、実際に分割する金額は、上記金額と異なる可能性があります。

 

５．新設分割会社の状況

(1) 商号 ファーマライズ株式会社

(2) 事業内容 調剤薬局の運営及びその他付帯サービス等

(3) 本店所在地 東京都中野区中央1丁目１番1号

(4) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長大野　利美知

(5) 資本金 10,000,000円（予定）

(6) 決算期 ５月31日

 

６．会社分割後の当社の状況

 
(1) 商号

ファーマライズホールディングス株式会社
（英文：Ｐｈａｒｍａｒｉｓｅ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ）
（平成21年６月１日をもってファーマライズ株式会社から商号変更の予定）

(2) 事業内容 持株会社（グループ会社を統括する管理運営会社）

(3) 本店所在地 東京都中野区中央1丁目１番1号

(4) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長大野　利美知

(5) 資本金 580,075,000円

(6) 純資産 1,375百万円（予定）

(7) 総資産 1,832百万円（予定）

(8) 決算期 ５月31日

（注）純資産・総資産の金額は、平成21年２月28日現在の貸借対照表を基準に算出しているため、実際の分

割後は、上記金額と異なる可能性があります。

(9) 今後の見通し

承継会社は当社の100％子会社となるため、本件分割が当社の連結業績に与える影響はありません。また、当社

の単体業績につきましても、主な収入は子会社からの経営指導料・業務委託料や配当金収入等になり、費用は持

株会社としての機能に関するものが中心になる予定です。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月９日

ファーマライズホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

優　成　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　邊　芳　樹　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鶴　見　　　寛　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ファーマライズホールディングス株式会社（旧会社名　ファーマライズ株式会社）の平成20年６月１日から

平成21年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日

まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成21年２月28日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーマライズホールディングス株式会社

（旧会社名　ファーマライズ株式会社）及び連結子会社の平成21年２月28日現在の財政状態、同日をもって終

了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
追記情報

１．四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４

の７第４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財

務諸表について四半期レビューを行った。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年３月27日の取締役会において、会社分割に

よる持株会社体制への移行について決議している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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